
ヤマハスピーカーシステムNS-M325 をお買い求め
いただきまして、誠にありがとうございます。

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永
年支障なくお使いいただくために、ご使用前にこ
の取扱説明書と保証書をよくお読みください。お
読みになったあとは、保証書と共に大切に保管し、
必要に応じてご利用ください。

■保証書は、「お買上げ日、販売店名」などの記入を
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。

保証書別添付保証書別添付保証書別添付保証書別添付保証書別添付

スピーカーシステム
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安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）
この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損
害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。

絵表示の例

気をつけなければならない内容を
表しています。
たとえば は「感電注意」を示し
ています。

してはいけない行為を表していま
す。
たとえば は「分解禁止」を示し
ています。

必ずしなければならない行為を表
しています。
たとえば は「電源プラグをコン
セントから抜くこと」を示してい
ます。

水ぬれ禁止

本機を下記の場所には設置しない。
●浴室・台所・海岸・水辺 ● 加湿器を過度にきかせた部屋
●雨や雪、水がかかるところ

水滴の混入により火災や感電の原因となります。

警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容を示しています。

分解禁止

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因となります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

必ず行う

スピーカーケーブルは必ず壁等に固定する。
ケーブルに足や手を引っかけるとスピーカーが転倒・落下し、故障したり、けがの原因と
なります。

必ず行う

取付け後は必ず安全性を確認する。
また、定期的に転倒・落下の可能性がないか安全点検を実施してください。
取付け箇所、取付け方法の不備による事故等の責任は、一切負いかねますのでご了承
ください。
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禁止

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が転倒・落下してけがの原因となることがあります。

注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

禁止

直射日光のあたる場所や温度が異常に高くなる場所（暖房機のそばなど）に
は設置しない。

本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、火災の原因となることがありま
す。

必ず行う

電源を入れる前や再生を始める前には、アンプの音量（ボリューム）を最小に
する。

突然大きな音が出て聴力障害等の原因となることがあります。

禁止

長時間音が歪んだ状態で使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因となることがあります。

禁止

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因となることがあります。

禁止

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。また接点復活剤を使用
しない。

外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

注意

スピーカーを設置する際は、以下のことに注意する。
●壁に取り付ける場合、くぎなどの抜けやすいものは絶対に使用しないでください。
●薄いベニヤ板の壁や柔らかい壁には取り付けないでください。
●壁や天井に取り付ける場合、必ず指定されたスピーカーブラケットを使用してください。

正しい取付け方法をしないと、スピーカーが落下して、けがの原因となることがあります。
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必ず行う

スピーカーとスピーカーブラケット（取付金具）・スピーカースタンドは必ず
指定されたネジを使用して固定する。

スピーカーが落下すると、けがの原因となることがあります。

注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

禁止

本機に乗ったり、ぶら下がったり、寄りかかったりしない。
転倒・落下したり破損したりして、けがの原因となることがあります。

プラグを抜く

移動する場合は、アンプの電源スイッチを切り、接続コードを外してから
行ってください。

転倒・落下して、けがの原因となることがあります。

付属品を確認してください。

スピーカーケーブル（10ｍ、1本）

注意

接続する場合は、各機器の取扱説明書をよく読み、アンプの電源を切り、説明
に従って接続してください。
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スピーカーの設置

■ 2チャンネルスピーカーシステムとして
図のようにリスニングポ
ジションに対して少し内
向きに設置した方が良い
ステレオ定位が得られま
す。

■ ホームシアターシステムのメインスピー
カーとして

テレビの左右に設置します。スクリーンを設置している場
合は、スクリーンの両脇に設置してください。

■ プレゼンス／サラウンド／サラウンドバッ
クスピーカーとして

スピーカーを壁に掛けて使用することもできます。
スピーカーを掛ける場所に2本のタッピングネジ（市販品：
直径3.5～4ｍｍ、長さ25mm程度）を取り付け、タッピ
ングネジの頭にスピーカー背面に取り付けられているブラ
ケットの穴を掛けます。
● タッピングネジが、穴の狭い部分に確実に入っているこ
とを確認してください。

直径：3.5～4mm

3mm

タッピングネジ
（市販品）

40mm

20mm以上

サブ
ウーファー

NS-M325
（サラウンド
スピーカー）

NS-M325
（サラウンド
バックスピーカー）

センタースピーカー

NS-M325
（フロント
スピーカー）

NS-M325
（プレゼンス
スピーカー）

別売ヤマハスピーカースタンドSPS-1100MMS
底面の穴（直径4ｍｍ、深さ13mm）を利用してSPS-
1100MMS を取り付けると、フロアースタンドス
ピーカーとして使用できます。
● 取り付けの際は、SPS-1100MMSの取扱説明書
もあわせて参照してください。

SPS-1100MMS

NS-M325

別売のヤマハスピーカーブラケットを使用して、壁や
天井に取り付ける際は、本機背面の取り付け用ネジ穴
を利用します。（直径6ｍｍ、深さ15mm、ネジ穴間
隔60ｍｍ）。
● 取り付けの際は、使用するスピーカーブラケット
の取扱説明書もあわせて参照してください。

● スピーカーケーブルを足や手に引っかけて本機を落下さ
せることのないように、ケーブルは必ず固定してくださ
い。

● スピーカーケーブルをスピーカーとスピーカーブラケッ
トの間に挟まないようにご注意ください。

● モルタルや化粧ベニヤ板など、はがれやすい材質の壁に
は取り付けないでください。ネジが抜けてスピーカーが
落下すると、けがの原因になります。

92mm

45mm

26mm

60mm

＜スピーカー背面図＞

● ４つ穴のブラケットを使用する
際は、４ケ所のネジ穴すべてに
ネジを締め付けてください。　
２つ穴のブラケットを使用する
際は左図の点線で囲まれた２つ
のネジ穴を使用してください。

NS-M325-05-07_J.p65 06.2.8, 11:20 AM5
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アンプとの接続
接続するときは、必ずアンプ、レシーバーなどの電源を切ってから行ってください。

SPEAKERS

A

B

LR

++ – –

+
–

黒（－）

アンプまたは
レシーバー

接続について
● スピーカー背面の入力端子とアンプ、レシーバーのス
ピーカー出力端子を付属のスピーカーケーブルで接続し
ます。本機の赤端子はプラス（＋）、黒端子はマイナス
（－）です。
● 左スピーカーはアンプ、レシーバーのＬ（左）端子に、
右スピーカーはアンプ、レシーバーのＲ（右）端子に接
続します。それぞれ極性（＋、－）を間違えると不自然
な音になりますので、ご注意ください。

● 接続する際は、アンプ、レシーバーの取扱説明書もあわ
せて参照してください。

接続のしかた
1 端子を左に回してゆるめます。
2 スピーカーケーブル先端の
絶縁部分（ビニール)をよじ
りながら引き抜きます。

3 スピーカーケーブルをスピーカー端子の穴に差し込み
ます。

4 端子を右に回して締めつけます。芯線部分が穴から
はみ出していないかどうかを確認してください。

アンプについて
● スピーカーの許容入力以上の出力を持つアンプを使用す
る場合は、スピーカー保護のため、最大入力以上の出力
を加えないよう、ご注意ください。

● アンプのトーンコントロール（BASS、TREBLE等）や
イコライザーを最大にして大出力でご使用になったり、
特殊な信号（テープの早送り時の音、プレーヤーの針先
のショック音、信号発生器の特定の周波数、サイン波な
どの再生波）を連続して加えることは、スピーカーの破
損の原因となりますので、絶対に行わないでください。

赤（＋）

NS-M325 NS-M325

スピーカー
出力端子

（右） （左）

×

ケーブルの被覆部を穴
の中に入れないでくだ
さい。音が出ないこと
があります。

● 市販のスピーカーブラケットを使用する際は、本機
の質量（3.8kg）に十分耐えるものをお求めくださ
い。

ゆるむ しまる

● スピーカーを釘や両面テープなどで取り付けないでくだ
さい。使用中の振動で釘がゆるんだり、両面テープがは
がれてスピーカーが落下すると、けがの原因になりま

● 取り付け後は必ず安全性を確認してください。取り付け
箇所、取り付け方法の不備による事故等の責任は、当社
では一切負いかねますのでご了承ください。

● 本機は、防磁型設計となっておりますが、万一テレビの
近くでご使用になり色ムラや雑音などが生じるときは、
テレビとスピーカーの距離を離してご使用ください。

被覆部

芯線部

10mm
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フロントカバ－
フロントカバ－は、スピーカーユニットを保護するための
ものですが、お好みによって取りはずしてもお使いいただ
けます。フロントカバーはマグネットによって固定されて
います。はずす時は片手でスピーカーをおさえながら、フ
ロントカバーを取りはずしてください。

● フロントカバ－を外した状態で、スピーカーユニット、
特にツィーターに手を触れたり、工具などで無理な力を
加えないでください。音が歪む原因となります。

● 本機のフロントカバー裏面には磁石が使われています。
取りはずしたフロントカバーをテレビ、時計、磁気カー
ド、フロッピーディスクなど磁気の影響を受けるものに
は近づけないでください。

仕様
型式 2ウェイ・密閉／防磁型

スピーカーユニット 10cm コーンウーファー x 1

3cm ドームツィーター x 1

インピーダンス 6Ω

再生周波数帯域 65 Hz～50kHz (-10dB)

～100kHz (-30dB)

許容入力 30W

最大入力 120W

出力音圧レベル 86dB/2.83V/ m

クロスオーバー周波数 2.5kHz

外形寸法 （幅×高さ×奥行き） 150×275×175mm

質量 3.8kg

※ 仕様および外観は、改良のため予告なく変更すること
があります。

※ 上記の最大入力値以上の信号を加えないよう十分ご注
意ください。

バナナプラグ使用の場合

1 プラスチックのカバーを手前に引いて取り外します。

2 端子を右に回して強く締めます。

3 バナナプラグをスピーカー端子の穴に差し込みます。

バナナプラグ

音楽を楽しむエチケット

楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を十分にしましょう。静かな夜間には小
さな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わぬところに迷惑をかけてしまいます。適当な音
量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも一つの方法です。音楽はみんなで楽しむもの、お互い
に心を配り快適な生活環境を守りましょう。

3

1

2
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本製品主要部のはんだ付けには無鉛はんだを
使用しています。
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